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世
界
理
解
月
間 

節
分
例
会
（
職
場
例
会
） 

平
成
23
年
２
月
３
日
（
木
） 

於 

大
須
観
音 

会
員 

61
名 

出
席
計
算
数 

 

55
名
中
43
名
出
席 

出
席
率
85
・
45
％ 

前
々
回
出
席
率
96
・
15
％ 

 

ゲ
ス
ト 

元
米
山
記
念
奨
学
生 

 

ジ
ラ
ル
ン
ル
ァ
ン
チ
ャ
イ
・ 

グ
ン
テ
ィ
ダ
ー
（
グ
レ
イ
ス
）
さ
ん 

米
山
記
念
奨
学
生 

グ
ェ
ン
・
ダ
ン
・
チ
ン
さ
ん 

元
受
入
青
少
年 

交
換
学
生 

ソ
ニ
ア
・ 

ペ
ン
ナ
ネ
ン
さ
ん 

日
比
野
富
士
男
さ
ん
の
奥
様 

  

ビ
ジ
タ
ー 

津
島
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

加
藤
泰
一
郎
さ
ん 

中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

鈴
木 

順
平
さ
ん 

小
出 

真
弓
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

毎
年
節
分
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
何
年
来
れ
る
か
な
。 

津
島
Ｒ
Ｃ 

加
藤
泰
一
郎
さ
ん 

節
分
で
す
。
岡
部
さ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

 
 

 
 

小
笠
原
和
俊
・
佐
々
木 

功 

 
 

 
 

杉
浦 

令
淑
・
小
野 

定
男 

岡
部
さ
ん
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

草
野 

勝
彦
・
川
畑 

博
敬 

近
藤
宏
一
郎
・
伊
藤 

与
則 

節
分
例
会
を
祝
し
て 

 

渡
辺 

剛
男 

堀
江 

英
弥
・
飯
田 

昭
夫 

前
田 

隆
久
・
出
口 

 

忍 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
日
は
節
分
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
比
野
富
士
男 

今
日
か
ら
新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す
。

気
持
ち
を
新
た
に
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
口 

小
折 

家
内
が
還
暦
で
す
！ 

 

岡
部 

快
圓 

還
暦
で
す
。 

 
 

 
 

内
藤 

 

明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
本 

哲
朗 

節
分
は
楽
し
、
い
や
な
の
は
還
暦
と
い

わ
れ
る
こ
と
。 

 
 

 

柴
岡 

正
将 

還
暦
で
す
。
酒
井
さ
ん
、
先
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
春
日
井
和
良 

ま
た
も
や
麻
雀
大
会
優
勝
で
す
。
正
直

大
須
Ｒ
Ｃ
の
方
々
麻
雀
下
手
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
上 

 

昇 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

青
木 

靖
高 

女
房
の
誕
生
月
で
す
。 

横
井 

 

衞 

大
須
観
音
様 
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

職
業
奉
仕
委
員
会
一
同 

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

会
長 

岩
崎 
征
一 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
節
分

で
す
。
節
分
は
四
季
の
分
か
れ
め
の
前

日
の
事
を
意
味
し
て
い
ま
す
が
、
今
は

立
春
の
前
日
の
事
を
言
い
ま
す
。
冬
か

ら
春
に
な
る
時
期
を
１
年
の
境
と
し
て
、

現
在
の
大
晦
日
と
同
様
な
意
味
あ
る
日 

と
し
て
の

位
置
づ
け 

に
あ
り
ま

す
。 

節
分
を
祝 

 

う
習
慣
は 

日
本
だ
け 

の
も
の
で
、
他
の
国
に
は
御
座
い
ま
せ

ん
の
で
東
南
ア
ジ
ア
の
旧
正
月
の
様
な

話
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
歴
史

を
持
つ
日
本
古
来
の
お
祭
り
で
す
。
節

分
に
は
色
々
な
行
事
が
御
座
い
ま
し
て
、

一
般
的
に
は
「
豆
ま
き
」
が
御
座
い
ま

す
。
撒
か
れ
た
豆
を
年
の
数
だ
け
食
べ

る
と
心
身
と
も
に
健
康
が
保
た
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
節
分
お
化
け
」
と
言
う
行
事
も
あ

り
ま
し
て
、
東
京
浅
草
、
京
都
の
花
街

大
阪
の
北
新
地
等
で
は
、
舞
妓
さ
ん
や

芸
妓
・
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
が
節
分
の
前
後

の
日
は
、
通
常
の
芸
妓
衣
装
で
は
な
く

色
々
な
扮
装
を
し
て
町
を
練
り
歩
く
行

事
等
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
「
恵
方
巻
き
を
食
べ
る
」
行
事

も
あ
り
ま
す
。
節
分
に
巻
き
寿
司
を
食

べ
る
風
習
は
、
福
を
巻
き
込
む
と
言
う

意
味
と
縁
を
切
ら
な
い
と
言
う
意
味
が

込
め
ら
れ
、
恵
方
に
向
か
っ
て
巻
き
寿

司
を
丸
か
ぶ
り
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
の
七
福
人
の
一
人
に
当
ク
ラ
ブ

の
木
村
光
徳
さ
ん
が
、 

岡
部
御
住
職
の
御
配 

慮
で
毘
沙
門
天
様
に 

扮
し
て
い
ま
す
の
で
、 

お
時
間
の
あ
る
方
は
、 

こ
の
境
内
か
商
店
街
の
中
で
応
援
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
以
上
、
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
い
て
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

 

還
暦
お
祝
い 

               

職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

大
原 

敏
正 

 

節
分
の
お
話 

 
 

 
 

岡
部 

快
圓 

真
言
宗
智
山
派
の
別
格
本
山
大
須
観

音
（
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
）
は
尾
張

四
観
音
の
中
枢
に
当
り｢

中
心
恵
方｣

と

し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
「
福
の
神
鬼
追
い
の
儀
式
」
は
そ

の
昔
室
町
時
代
、
殿
中
に
て
執
り
行
わ

れ
た
儀
式
で
あ
り
、
大
須
観
音
で
は
節

分
ご
と
に
こ
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
ま
い

り
、
２
月
３
日
の
節
分
会
に
は
寺
社
総

奉
行
・
七
福
神
を
率
い
た
福
の
神
が
現 

1104

第 1301 回 例 会

岩崎征一会長より、内藤明さん、松本哲朗さん、 

柴岡正将さん、春日井和良さん、日比野富士男さんへ、

還暦のお祝いが授与されました。 

乾杯は、未来ビジョン委員長 尾上昇さん 
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れ
、赤
鬼
・ 

青
鬼
ど
も

を
追
う
厄

除
け
の
行

事
は
全
国

に
そ
の
類 

を
見
る
事
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。 

福
の
神
が
撒
く
福
豆
と
天
に
も
轟
く

笑
い
声
に
赤
鬼
・
青
鬼
ど
も
は
慌
て
ふ

た
め
い
て
退
散
し
、
こ
の
儀
式
は
終
わ

り
ま
す
。
尚
、
大
須
観
音
で
は
、
伊
勢

神
宮
の
神
人
よ
り
開
山
能
信
（
の
う
し

ん
）
上
人
に
授
け
ら
れ
た
寺
宝
の
鬼
面

（
き
め
ん
）
を
御
本
尊
御
宝
前
に
祀
り

（
一
年
に
一
日
、
節
分
の
日
の
み
）
加

持
祈
祷
を
行
い
、
参
詣
者
皆
様
の
厄
難

を
祓
い
、
七
難
即
滅
・
七
福
即
生
を
祈

る
の
で
あ
り
ま
す
。こ
の
鬼
面
に
因
み
、

｢

福
は
内｣

と
の
み
唱
え｢

鬼
は
外｣

は
禁

句
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。 

本
年
の
恵
方
は
巳
（
み
）
と
午
（
う

ま
）
の
間
南
南
東
で
す
。
尚
２
月
３
日

の
節
分
会
の
行 

列
は
午
後
１
時 

18
分（
御
本
尊 

の
縁
日
18
日 

に
因
み
）
栄
の 

中
日
ビ
ル
を
船 

宿
と
し
福
の
神 

宝
船
（
大
須
丸
） 

に
乗
っ
た
七
福 

神
・
還
暦
の
会 

・
古
希
の
会
・ 

ミ
ス
観
音
・
寺 

社
総
奉
行
な
ど 

の
「
節
分
宝
船
行
列
」
が
栄
小
公
園
を

出
発
し
、
南
大
津
通
り
・
万
松
寺
通
り
・

裏
門
前
町
通
り
・
東
仁
王
門
通
り
・
仁

王
門
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
て
午
後
３
時

頃
大
須
観
音
に
到
着
し
、
本
堂
前
の
特

設
舞
台
に
て
福
の
神
に
よ
る
「
鬼
追
い

の
儀
式
」
が
挙
行
さ
れ
、
節
分
会
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
と
な
り
ま
す
。 

 

次
年
度
委
員
会
配
属 

発
表 

会
長
エ
レ
ク
ト 

川
畑 

博
敬 

 
米
山
奨
学
生
挨
拶 

グ
ェ
ン
・
ダ
ン
・
チ
ン 

（
次
号
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。） 

 

新
入
会
員
卓
話
（
１
月
27
日
例
会
） 

「
２
０
１
１
年
の
相
場
見
通
し
」 

 
 

 
 

大
源 

俊
博 

日
本
株 

春
ご
ろ
ま
で
は
円
高
進
行
に
対
す
る

警
戒
感
や
景
況
感
の
悪
化
な
ど
が
重
石

と
な
り
、
上
値
の
重
い
展
開
が
続
く
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
春
以
降
国
内
経
済
が

踊
り
場
を
脱
す
る
中
、
日
米
当
局
に
よ

る
追
加
金
融
緩
和
に
対
す
る
期
待
も
高

ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
日
本

株
式
市
場
も
徐
々
に
水
準
を
切
り
上
げ

る
と
予
想
し
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
想

定
さ
れ
る
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
は
、
欧

州
で
の
財
政
不
安
の
深
刻
化
や
中
国
に

お
け
る
金
融
引
き
締
め
の
長
期
化
、
朝

鮮
半
島
情
勢
の
悪
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
日
本
株
式
市
場
が
急
落
す
る

可
能
性
は
低
い
で
し
ょ
う
。 

米
欧
株 

米
国
で
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
緩
和
策
が

何
ら
か
の
形
で
継
続
さ
れ
る
可
能
性
は

高
い
も
の
と
み
ら
れ
、
株
価
に
は
プ
ラ

ス
の
環
境
が
続
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

ブ
ッ
シ
ュ
減
税
の
延
長
な
ど
の
オ
バ
マ

政
権
の
措
置
は
個
人
消
費
な
ど
を
中
心

に
マ
ク
ロ
経
済
、
企
業
収
益
に
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
企
業
収
益
は
２

０
１
１
年
も
増
益
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

割
高
感
も
な
い
た
め
、
米
国
株
は
上
昇

基
調
を
維
持
す
る
で
し
ょ
う
。
欧
州
に

つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
企
業
収
益
、

マ
ク
ロ
経
済
は
プ
ラ
ス
の
方
向
で
す
が
、

重
債
務
国
の
財
政
、
金
融
問
題
が
拡
大

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
各
国
が

進
め
る
財
政
緊
縮
策
が
景
気
の
抑
制
要

因
に
な
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
株

価
は
上
値
が
重
い
状
態
が
続
く
で
し
ょ

う
。 

中
国
株 

２
０
１
０
年
の
上
海
市
場
は
年
初
に

高
値
を
付
け
た
後
、
住
宅
取
引
規
制
等

を
嫌
気
し
て
下
落
し
、
そ
の
後
も
金
融

引
き
締
め
懸
念
で
さ
え
な
い
動
き
と
な

り
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
は
金
融
引
き

締
め
の
強
化
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
財

政
刺
激
策
も
期
待
さ
れ
、
株
式
市
場
は

ボ
ッ
ク
ス
圏
で
推
移
す
る
と
見
ら
れ
ま

す
が
、
年
末
に
か
け
て
は
２
０
１
２
年

の
成
長
期
待
か
ら
上
昇
基
調
に
戻
る
で

し
ょ
う
。
２
０
１
０
年
の
香
港
市
場
も

年
初
に
高
値
を
付
け
た
後
値
を
消
し
ま

し
た
が
、
年
後
半
は
米
国
で
の
量
的
緩

和
を
受
け
て
回
復
し
、
ハ
ン
セ
ン
指
数

は
11
月
に
２
０
０
８
年
５
月
以
来
の
高

値
を
付
け
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
前
半

は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
財
政
問
題
等
に
よ
っ

て
上
昇
し
づ
ら
い
も
の
の
、
年
後
半
は

米
国
の
景
気
回
復
等
を
期
待
し
て
堅
調

に
推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

為
替 ２

０
１
１
年
の
円
相
場
は
、
米
金
融

緩
和
へ
の
思
惑
を
背
景
と
し
た
円
高
ド

ル
安
や
欧
州
や
中
国
発
の
悪
材
料
を
受

け
た
リ
ス
ク
回
避
的
な
円
買
い
が
進
む

可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
円
が
急
伸
す

る
場
面
で
は
円
売
り
介
入-

の
警
戒
感

が
強
ま
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
春

あ
た
り
ま
で
は
ボ
ッ
ク
ス
圏
で
の
推
移

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
春
以
降
年
末
に
か

け
て
は
、
米
長
期
金
利
の
上
昇
な
ど
を 

                

受
け
た
ド
ル
高
に
加
え
、
欧
州
不
安
の

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
や
中
国
景
気
の
堅
調
推

移
な
ど
を
背
景
と
し
た
円
安
基
調
を
た

ど
る
と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
円
安
の
度

合
い
は
緩
や
か
な
も
の
に
な
り
そ
う
で

す
。 ２

月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

西
名
古
屋
分
区 

Ｉ
．
Ｍ
． 

 

於  

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

 
 

 

15
時

20
分 

受
付 

 
 

16
時

20
分 

開
始 

 
 

  

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
前
田 

隆
久 

近
藤
宏
一
郎
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

         

 
 
 

1 月20 日（木）、麻雀同好会のメンバ

ー12 名が集い、第 11 回例会が開催されました。今回の優

勝者は尾上昇さん。以下２位・小野定男さん、３位・浅野彰

さん、5 位・横井衞さん、そしてＢ.Ｂ. 賞・荻巣賢二さん、

という結果でした。麻雀同好会は入会金10,000 円、当日参

加料5,000 円です。皆さん、是非ご入会 

のほどよろしくお願い致します。 

     優 勝 ／尾上 昇 さん  

平成23 年1 月20 日（木）

於：マージャンサロン東天光 


